
公共政策大学院 202４年度S1S2 開講科目

講義時間： 火曜３限 13：00～14：45 
場 所： 本郷キャンパス国際学術総合研究棟４階講義室B（対面授業）
対 象： 大学院生
担当教員： 公共政策大学院 篠原客員教授、三重野特任准教授、大橋教授

観光政策Ⅰ（基礎編）
交通・観光政策研究ユニット

Transport and Tourism Policy Research Unit
 (TTPU)

回数 日程 講義内容 講師

１ 4/9 イントロダクション、観光政策の概観 本学公共政策大学院客員教授 同特任准教授
篠原 康弘 三重野 真代

２ 4/16 観光と経済学 本学大学院経済学研究科教授
大橋 弘

３ 4/23 観光政策論 本学公共政策大学院客員教授 同特任准教授
篠原 康弘 三重野 真代

４ 4/30 ツーリズム論 本学大学院工学系研究科教授
羽藤 英二 氏

５ 5/14 観光マーケット論①国内～最新の国内観光
市場動向と地域戦略の方向性について～

株式会社リクルート じゃらんリサーチセンターセンター長
／とーりまかし編集長
沢登次彦氏

６ 5/21 観光マーケット論②海外
～インバウンド観光：成長戦略と事例～

A.T.カーニー日本法人会長、CIC Japan会長
梅澤 高明 氏

７ 5/28 ディスカッション 本学公共政策大学院客員教授 同特任准教授
篠原 康弘 三重野 真代

８ 6/4 アメリカの地域観光経営論 セントラルフロリダ大学准教授
原 忠之 氏

９ 6/11 観光産業論 株式会社経営共創基盤 IGPIグループ会長
冨山 和彦 氏

10 6/18 フランスの観光政策論 フランス観光開発機構在日代表
フレデリック・マゼンク 氏

11 6/25 観光マーケット論③MICE
～MICEビジネスによる地域活性化・社会貢献～

株式会社コングレ代表取締役社長
武内 紀子 氏

12 7/2 国内観光地の課題
（観光市場の変化、分散する地域観光資源の連携） ※栃木県日光市への現地視察

13 7/9 観光政策当事者との対話 国連世界観光機関（UNWTO）駐日事務所代表、初代観光庁長官
本保 芳明 氏

問合せ先: mieno@g.ecc.u-tokyo.ac.jp ※講義日程・内容は変更になる場合があります。

観光は、インバウンドや国内交流の拡大を通じて、我が国経済を牽引する新たな成長分野である。また、観光は、多様な関係者の取組で成り立って
おり、その波及分野の広さ、波及効果の大きさから、地域活性化・地方創生の推進役としても期待されている。一方で、コロナ後の観光需要の変化へ
の対応や、観光と地域社会の共存などの課題も生じてきており、これらの課題に適切に対応しつつ、持続可能な形で観光を発展させていくことが求
められている。

基礎編では、多様な活動の総体である観光と、それを対象とする観光政策を、理論的観点から総合的・体系的に理解するため、観光・観光政策を、
各回、観光マーケット論、観光地域経営論、観光産業論等の異なる切り口から取り上げ、観光の持つ特性・現状・課題を把握するとともに、観光立国
を目指すうえで必要となる観光政策の方向性について、諸外国の観光政策や制度等とも比較対照しながら、考察を深める。
※本科目は「科学技術イノベーション政策の科学 (ＳＴＩＧ) 」教育プログラム選択科目及び後期教養科目です。


	スライド番号 1

